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はじめに

斜里町タンネウシ貝塚の1990年 の調査で出土 し

た動物遺体 は、中型のダンボール箱で2箱 分で

あった。そのうち1箱 は貝類と哺乳類でありもう

1箱 は魚類であった。魚類は大量にあったので全

ての資料に目を通す時間的余裕がな く、ごく一部

の資料 しか分類できなかった。これまでに判明し

た種類とその出土量を表 一1～6に 示 した。

貝 類

貝類は多量に出土 しており、殻頂部が残存 し種

を同定できるものに限ったとして も、破片総数は

1,060片にのぼる。

同定 し得た種は、腹足綱12種 、斧足綱21種 の計

33種である。この内、主体をなす ものは、ウバガ

イ、エゾイソシジミ、タガイ、ビノスガイ、サラ

ガイ等である。ウバガイは最 も多 く出土 しており、

殻長7～8cmの 中型のものが主体となっている。

ウバガイに次いで多いのはエゾイソシジミであり、

殻長6cm前 後の個体が多 く認められた。タガイに

っいては殆どが、殻頂部分 しか残存 していないた

め、その大きさはよく分からないが、概 して良 く

成長した個体が多いようである。ビノスガイは、

殻長6～8cmの 個体が主体となっている。

出土状況にっいてみると、大多数 は貝塚1か ら

出土 している。貝塚1に 比べ貝塚2か らの出土量

は少なく、断定はできないが、両貝塚の内容に顕

著な差は認められないようである。ただ、貝塚1

についてC-2区 とC-3区 の出土量を比較すると、

黒褐色層中においてはC-3区 の方が出土量が多い

のに対 し、灰褐色層中においてはC-2区 の方が出

土量が多 くなっている点は注目される。

魚 類

魚類 は大量に出土 しており、乾燥総重量で は

5,394gに のぼる。今回の報告に当たっては全て

の資料に目を通すことができず、貝塚1・2に つ

いて、任意にサンプルを抽出し、分類を行った。

最も多 く出土 している魚種は、サケ科魚類であ

り、椎骨では全体の約40%を 占める。表中ではイ

トウ以外のサケ科魚類を一括 して 「サケ類」とし

ている。この中には小型のマス類 も含まれている

が、その殆どがシロザケと思われる。サケ科魚類

は元来骨質が脆弱であるにもかかわ らず、本貝塚

中における遺存状態は極めて良好である。椎骨の

大半が完存状態で出土 したことも、他に類例を見

ない点である。イ トウにっいては貝塚2で 椎骨が

集中して認められた。おそらくは同一個体で、体

長1.5m程 度の大型の個体と考えられる。

サケに次いで出土量が多いのはカレイであり、

椎骨では全体の16%強 を占める。表中ではヒラメ、

オヒョウ以外の種を 「カレイ類」として一括 した。

この中には、少なくとも数種以上が含まれている。

体長40cm級 の中型が主体であり、それ以下の小型

は少ないようである。また、C-2区 貝塚1(灰 褐

色層)で は体長50cm以 上の中～大型種が多 く認め

られた。 ヒラメ、オヒョウもかなり出土 している。

表中 「ヒラメ類」とした椎骨には、これらのもの

図 一11969・73・90年 の調査位 置(金 盛 ・西本

1975に 加 筆)A・B・Cは1969・73年 の調査地点
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が一括 されている。オヒョウは体長1m程 度の中

型のものが主体であった。

この他、比較的出土量の多い種 としては、ウグ

イ類が挙げられる。大型の個体が多 く、ほとんど

がマルタと思われる。また、相当量が認められな

がら、種を同定 し得ない小型の椎骨が2タ イプ存

在する。表中では 「種不明A・B」 としたものが

それに当たる。 この内、Aタ イプは小型のタイ類

に類似する。無視 し得ない量が出土 しているだけ

に、いずれ種の特定を行いたい。

鳥 類

鳥類の出土量は少なく、破片総数にして約60片

程である。貝塚1のC-2区 で多 く出土 しており、

アホウドリ、ウミガラス、大型のカモメ類、中型

のカモ類と種不明の中型鳥類が数種認められた。

この内、比較的出土量が多いのはアホウ ドリとウ

ミガラスである。アホウ ドリは貝塚1のC-2区 か

ら少なくとも2個 体出土 している。ウミガラスは、

C-2区 の貝塚1とB-1区 のIV層 中か ら少な くとも

3個 体出土 しており、C-2区 出土の個体には大型

のものが認められた。

陸棲哺乳類

陸棲哺乳類の出土量は少なく、破片総数に して

90点余 りである。表一5に 、各層位 ・地区別の出

土内容を示 した。エゾシカ、イヌ、エゾヒグマ、

エゾクロテンの4種 が同定され、その内エゾシカ

とイヌが出土量の大部分を占めている。エゾシカ

にっいては、少な くとも若獣と成獣が各1個 体認

め られた。イヌはいずれも中型犬で、成獣2体 、

老獣1体 の計3個 体以上が出土 している。エゾヒ

グマについては出土位置が不明ながら、成獣の右

肩甲骨が1点 認められた。エゾクロテンは貝塚1

のC-2区 において2個 体出土 している。

注目されるのは、エゾシカとイヌで出土地区、

層位が明確に分かれる点である。エゾシカは、そ

の殆 どがA区 のIVa層 及びB区 のW層 中から出土

するのに対 し、イヌはC区 のW層 及び貝塚1か ら

出土 しており、明らかな相違が認められる。この

点に関しては後に海獣類 ・鳥類 ・魚類 ・貝類の出

土傾向とも比較 した上で考察 したい。

海棲哺乳類

海棲哺乳類は多量に出土 しており、破片総数は

800点 にのぼる。各層位 ・地区別の出土内容は表
一6に 示 した

。貝塚1のC-2区 に多 く出土 してお

り、その殆どがアザラシ類 とクジラ類である。

アザラシ類については、フイリアザラシに加え

アゴヒゲアザラシないしはクラカケアザラシが認

められ、少なくとも計5個 体が含まれている。年

齢は幼獣が多い。幼獣については種の同定が困難

であり、断定はできないが、大部分はブイ リアザ

ラシであると思われる。ゴマファザラシが若干含

まれているかもしれない。

クジラ類にっいては、小さな破片が多 く、種を

特定できるものは少ない。A-3区 のIVa層 で小

型クジラのものと考え られる肋骨が1点 出土 して

いる以外は、全て大型のクジラのものと思われる。

また、A-2区 のIVa層 中か ら出土 した遊離歯は、

シャチないしはオキゴンドウのものと考えられる。

この他、イルカ類 も少量出土 している。

まとめ

タンネウシ貝塚の動物遺体の内容は以上に述べ

た通 りである。サケ類が多いことが特徴であり、

また、アザラシ類がみられるのに対 してオットセ

イが全 く出土 していないことも注 目される。さら

に、エゾシカはA・B地 区に多いのに対 して、イ

ヌはA・B地 区か らは出土せず、C地 区のみにみ

られる。また、魚類についてもA・B地 区か ら出

土せず、C地 区の貝塚部分から大量に出土 してい

る。このように、地区ごとに動物遺体の内容が異

なることも特徴のひとつである。この点について

は、以前にタンネウシ貝塚の動物遺体にっいて報

告 した時にもみ られた特徴であった。その時の内

容と今回の分類結果をまとめて示すと表一7の よ

うになった。さらに各地点 ・地区ごとの特徴をま

とめた ものが表一8で ある。尚、1973年 採集のB

地点は1990年 の発掘のA・B地 区付近と推定され

ている(図 一1)。 さて、表一7・8を みると、

以前の採集地点を含めた6地 点の内容は全て異

なっていると言える。ほぼ同じ地点の可能性のあ

るB地 点とB地 区をくらべて も、B地 点の資料に

はブリとマダラなどの魚類が多 く含まれているの

に対 して、B地 区では魚骨は出土 していない。B

地点とB地 区とは場所が異なるのであろう。

このようなタンネウシ貝塚の地点ごとに動物遺

体の内容が異なることについては、アイヌ文化の

「送 り」儀礼が示されているという意見がある

(宇田川、1985な ど)。 しか しなが ら、本貝塚は

砂丘上にあり、動物の遺骸を廃棄した後す ぐに砂
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が堆積したと考えられるので、各地点 ごとの内容

の違いは廃棄の季節の違いなどを反映しているの

ではないかと考えている。すなわち、各地区の動

物遺体は、一・回か一季節の廃棄に伴うものであっ

て、それほど長い期間のものではないために、地区

ごとの内容が異なっていると考えているのである。

最後に、タンネウシ貝塚はガッタンコチャシの

前面(海 側)に あり、包含層の分布域が広いこと

か ら、斜里アイヌの集落の一部と思われる。今回

の発掘によって認められた二層の火山灰が、樽前

a(1739年 降下)と 駒ケ岳c2(1694年 降下)で ある

とすれば、18世紀前半という年代が確実な資料と

して、今回の発掘で得 られた資料は、非常に貴重

な資料ということができる。
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表 一1出 土動物遺体種名

1軟 体 動 物 門PhylumMollusca

a.腹 足 綱ClassGastropoda

1.ユ キ ノ カ サ ガ イ ノ1c加 αεα6醜oεo診 εc加rα クPαZZZdα

2.ユ キ ノ カ サ ガ イ 科 の 一 種Acmaeidaegen.indet.

3.エ ゾ タマキ ビ

4.エ ゾタマ ガイ

5.キ タタマガイ

6.タ マガイ類

7.ヨ ウラ クガイ類

8.ヒ メエゾボラ

9.チ ヂ ミボラ類

10.オ ホ ーツクバ イ

11.モ ノ アラガイ

12.モ ノ ア ラ ガ イ 科 の 一 種

b.斧 足 綱ClassPelecypoda

1.エ ゾ タ マ キ ガ イG砂c:ymerfsツe880eπ8Z8

2.イ ガ イ 科 の 一 種Mytilidaegen.indet.

3.エ ゾ キ ン チ ャ ク ガ イC配 α壌y8r8ω 諺qpec診e几 ク8ω 碗``

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

ホタテガイ

マガキ

カワシンジュガイ

タガイ

ヤマ トシジミ

ェゾイシカゲガイ

エゾワスレガイ

ビノスガイ

ウバガイ

ェゾバカガイ

エゾイソシジミ

サラガイ

アラスジサラガイ

ベニサラガイ

E20襯orZπ αsg㏄ αZZdα

TεC60π α診`αノαη仇OS伽o`de8

1「εC60ηα6`αrα88α

7「ec診oηα琵αsp.

Oceπeうrαsp.

Nφ6㏄ πeα αr6んr就cα

翫ceZ乙 αsp.

BαCC`7ZαmOCん0診 επ8(ヲ

義yπL几 αεα 但 αdεκ〃 αρ0π`Cα

Lymnaeidaegen.indet.

ア メ リカサ ビシラ トリガイ

.Pα伽OPεc6eη`Mε2㏄ んqρεcεeπク:ye8soe蔵s

Crα8808`reαgZgα8

ハ4αrgαrZ岬erαzαeびz8

.Aπodo磁 ノαρ0π`Cα

Corわ`C㏄Zα ノαρ0πZCα

C伽OCαrd如mcαZびorπZeπse

CUZZZsε α6E20cαZZZ8診 αブ わreひZs亀ρんoπα如

Mεrceπ α磁 誠mP80航

鋤 醜Zα8αCん α伽 ε蔵8

ルfαC6rαCん`πeπ8`SCαmεqρ ごC6α

N㏄ 髭αZZ`αe207Z`8

PerOπ`d`α0ε πμZO8α

Peroπ 雌 α2:yoπoe蔵8

Pεroπ ご(1ごαZα εθα

ルfαco㎜ α`π9厩 πα`α
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表一1出 土動物遺存体種名

　

　

の

Q
り

0

1
⊥

-
⊥

り
白

り
白

エゾマテガイ

オオ ミゾガイ

チシマガイ

SbZeπ68bZeη α血sク んrαseπ8ε εrπZ

舘Zg㏄ α α伽

P伽oπ 乙ッα αmp血

H脊 椎 動 物 門PhylumVertebrata

a.魚 綱ClassPisces

1.エ イ 目の一種

2.ツ ノザメ類

3.ニ シン

4.サ ケ類

5.イ トウ

6.ウ グ イ類

7.タ イ科の一種

8.カ サ ゴ科の一種

9.ア イナメ類

10.ホ ッケ

11,カ ジ カ科の一種

12.ヒ ラ メ

13.オ ヒ ョウ

14.カ レイ科 の一種

15.マ ダ ラ

16.タ ラ 科の一種

Batoideifam.indet.

8(1㏄ αZ㏄8sp.

α ゆeαPαZZα8Z

O7乙cor1ζ ソ7乙cんμ8SP'

H㏄cんoper顔

7!rごわoZodbη,sp.

Sparidaegen.indet.

Scorpaenidaegen.indet.

1∫eκαgrαmmossp.

PZeαrogrαmαsα20η ㏄8

Cottidaegen.indet.

PαrαZfcん 〃び80Z磁ceμ8

研 ρρogZOS8α8S伽oZ⑳8

Plesronectidaegen.indet.

Gα(1α,8mαcrocqρ んαZα8

Gadidaegen.indet.

b.鳥 綱ClassAves

1.ア ホ ウ ド リ

2.ウ ミガ ラ ス 類

3。 カ モ メ 類

4.カ モ 類

工)`07γ 乙e(∫εα αZわ αケ ω8

σrどαsp.

Lαr㏄ssp.

Aη αssp.

c.哺 乳 綱

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ClassMammalia

.エ ゾ ヒグマ

.イ ヌ

.エ ゾクロテ ン

.フ イ リアザ ラシ

.ア ゴ ヒゲアザ ラシ

.ア ザ ラ シ科の一種

.エ ゾ シカ

.イ ルカ類 の一種

.ク ジラ類 の一種

σ戸8ω8αrcε08ツ θSOεπ8ZS

Cbη ε8/bm`Zご αrごs

ル1αr診e82`わ εz伽 α わrαc1げ αrα

Pαsα ん`sρZdα

.ErZ8π α`㏄8わ αrわα`ん㏄8

Phocidaegen.indet.

σer膨S緬PPOπ:ソesoeπsお

DelphinidaeorPhocaenidaegen.indet.

Cetaceafam.indet.
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表 一2 貝類出土量

層 位 地区

ウ

バ

ガ

イ
LR

ビ

ノ

ス

ガ

イ
LR

エ

ゾ

イ
ソ

シ

ジ

ミ
LR

エ

ゾ

バ

カ

ガ

イ
LR

サ

ラ

ガ

イ
LR

ア
ラ
ス
ジ
サ
ラ
ガ
イ
LR

ホ

タ

テ

ガ

イ
LR

エ

ゾ

タ
マ

キ

ガ
イ

LR

タ

ガ

イ

LR

カ

ワ
シ

ン

ジ
ユ

ガ

イ

LR

エ

ゾ

タ

マ

ガ

イ

そ の 他

A-2 11 1
Ha A-3 1 1 1'

皿a A-3 1 1 21 11 2 ベニサラガイR3
A-2 2

IVa A-3 1 61 1 1

1Vc A-3 1
A-3 1

C-1 1
w

C-3 22

C-4 2

D( A-1 11

C-2 1616 22 44 1 12 1 2 3 1 2 種不明1
黒褐色

C-3` 114112 128 4121 54 1823 1 1 1 3 ヒメエゾボラ1、 エゾイシカゲガイR1・L1

貝塚

1 灰褐色
C-2 7575 1015 4338 137

?1
1319
?2?1

33 1 20 95 31 7

カサガイ科の一種1、 ヱゾタマキビ1、 タマガイの一種2、

チヂ ミボラの一種1、 ヨウラクガイの一種?(1)、 ヒメエゾボラ1、

オホーツクバイ(1)、 モ ノアラガイ11、 モ ノアラガイ科の一種1、
エゾキ ンチ ャクガイL1、 マガキR1、 ヤマ トシジミL3・R4、 エゾワス レガイL2、

イ シカゲガイ科の一種(1)、 チ シマガイL3・R1、 種不明巻貝3

C-3 2321 710 76 21 2(2)4 1 4 1 ベニサラガイL1、 イガイ類(1)、 キタ タマガ イ1、 エゾイ シカゲガイ?R1

貝
塚2
褐色 C-2 116 1 105 22 2 5 2 3 23 3 1

エゾイ シカゲガイL1・?(2)、 エゾワス レガイL1・R1、 エ ゾマテガイR1

オオ ミゾガイL1、 チ シマガイR1、 アメリカサビシラ トリガイ?R1

灰+暗 褐色 C-3 11 1 9 1 ユキノカサ1

建物 土 C-1 12(2) チシマガイR1

計
247233
(2)
3938 10574 2217

?1

3448

(2)
?2?1

612 54 34 131 46 14

註 L:左 殻、R:右 殻 エゾタマキガイ及びタガイについては左右の殻を一括 して示 した。数字に関し

ては()付 が破片数、?付 が断定はできないが可能性が強いものを示す。

表 一3 魚類出土量
ve. サ 魚

サ イ カ ヒ ソ カ ア ホ ウ 二 マ ツ 工 種 同 ン
イ

イ ノ
定 プ 骨

層 位 地区
ケ ト

レ ラ o

カ

ジ
ナ ツ

グ
シ ダ ザ イ

不 不
可 そ の 他 ル 総

イ メ サ カ イ 明
重

ゴ
メ メ

破 量 量

類 ウ 類 類 類 類 類 ケ 類 ン ラ 類 類 A B 他 片 (9) (9)

サケ類Dent.L2、Art.L6、Op.L1・R2、Qu.L2・R1、 遊離歯32、 顎骨(6)

カレイ類Pmax.L4・R3、Dent.L1・R1、Max.L4・R6、Art.L1・R2・Lfr.1、Qu.R5

Pop.L1。R1、Ih.4・(1)

黒褐 C-3
156
(151)

33
(20)
3
(9)

13 16
(1)
3 ?1 19 69 78 カ レイ類?Dent.R1

ウグイ類 咽頭骨L1・(1)、PoP.L1・(1)、OP.R1
207 299

マダ ラVom.1
カジカ類?Ot.2

種不明Qu・L1●R2

サケ類Dent.L1・R2、Art.L7・R2、Qu.L2・R2、OP.L2・R1、 遊離歯66、 顎骨(9)

カレイ類Vom.5、Pmax.L4・R6・L(1)、Dent.L1・R2、Max.L2・R6・L(1)、
Art.L1・R1、Qu.L1、Pop.L3・R2、Op.L3、Ih.7

カレイ類?Pmax。L4・R3、Dent.R1、Max.L1・R3

貝 ヒラメ?Qu.L1・R2、OP.L1

オヒョウ?Art.L3・R1・L(1)

塚
ウグイ類Pmax.R1、Dent.L1、Art.L1・R1、Qu.L1・R1、 咽頭骨L1・R2・(1)、

1

C-2 晒
(515)

1 248 72
(63)

1 ?1 5 14 162 38 21 1 1 217 23 378 263
Pop.L2・R5、Op.L1・R2

ソイ類POP.R1

カジカ類Pmax.L3・R2、Dent.L2・R1、?Ot。2

583 3,532

アイナメ類Max.R1、Dent.L1・R1
灰褐 ホ ッケ?Pmax.L1

ニ シン 耳骨1、Qu.R1

タラ類POP.R1

タイ類Art.L1・R2、Qu.L1・R2

種不明Vom.4、Pmax.L1・R1、Dent.R1、Max.L2・R4・R(1)、Qu.L4・R5
POP.R5、OP.R2

サケ類Dent.R1・R(1)、Art.L4・R3、Qu.R1、 遊離歯31、 顎骨(14)

C-3
137
(71)

23 1
(23)

66
(2)

1 6 20 56 58
カレイ類Art.R(1)・
ウグイ類Pmax.R1、Dent,L1・R2、Max.L1・R1、 咽頭骨Rl・(2)、PoP.L1・R1、

Op.L1・R1

160 233

種不明小型魚類Art.R1、Max.L1、Qu.R1、PoP.L1

サケ類 遊離歯3、 顎骨(1)、Art.R1

貝塚

2
暗褐 C-3

81
(70)
20
(4)
56
(9)

2
?4

29
(1)

4 2 40
カレイ類Max.L1、Pop.L1

ウグイ類Pmax.R3、Max.L1・R2、Dent.L2、 咽頭骨R1、Art.L1・R1、Qu。L1・R1、
Pop.L2・R2、Op.R2

104 268

種不明大型魚類Art.Ll
1,059 21 360 76 1 2 18 14 273 41 22 1 1 246 43 505 439

計 (807) (4) (29) (9) (4) 1,054 4,332
(86) ?1 ?1

註vom:鋤 骨 、Pmax:前 上 顎骨、Dent:歯 骨 、Max:上 顎 骨、Art:関 節 骨、Qu:方 骨 、

Pop:前 鯛 蓋骨、OP:主 鯉 蓋骨、Ot:耳 石 、Ih:第 一 血管 間棘、L:左 、R:右
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表 一4 鳥類出土量

層 位 区 ア ホ ウ ド リ ウ ミ ガ ラ ス そ の 他 種 不 明 片
Wa A-3

B-1 Tib.L下1[小 型]

2

C。r.(1)一 一..h1

w B-2
■.一■ 一一一 一

一

C-2

!}一.一一一}一 け 一 一一.一-… 一一一 一-'11罰.

gf
.一÷ 一 曹・『..

貝

塚

1

黒褐 C-2
Hum.R下l
Mc.L1

Cor.Rl
Hum.Ll
Hum.L上1[大 型]

Hum,R下1[大 型〕

十 一一一一一一一一一.

i鎖 骨1[中 型]i
H・m・R中1[中 型]

カモ類 翫。.R1艦 溜 、
Tib.R下1[中 型l

Mc.R下l
Ve,2〔 中型]

十

l

i

灰褐
C-2 Hum.R下1
Rad.中(1)

Cor.R1

纏 騒 琴?B{:長丁1船1)1麟]
em.L下2

_..….L-

i
i

11

17

…f一

一.一.「.C-3 蛉 二.τ 二一
貝塚2 褐色 C-2 中型カモ類?Cor.Ll

表 一5 陸獣出土量

区 エ ゾ シ カ イ ヌ そ の 他 片
不明 不明 ヒグマSca.RIAd。
皿a A-2 .(1)
皿a A-2 種不明Ve.(1)

Wa A-2

Man.R1[yo](M23)、

Rad.R下1[ad]、Rad.中1、

Ph2.1・(1)

A-3 Tib.R中1、Mt.中1、Ast。R1 斗 3

A-3 Ca1.R1 11

B-1
Ant.2、L1、ul.R1、Tib.L中2、

PeLLlad、Ca1.L1

種耐 型陸獣R'h?(1)⊥ ・

B-2 Man.RIadIIXXP123M123w
C-2 種不明陸獣Rib.(1) 一

一一十一一 一一
ト

C-3 Max.L1(1) し

C-4
Man.L1[ad](CP234M12)
Man.RIad(P34M1) {十

】X B-2

貝

塚

1

黒褐色 C-2 Rib.1・(1)

Man.L1〔ad](XXXCPIXP34M12)

Man.R1[ad](XXP234X)

Sk.R(1)、ULR1、Pel.R1、
Tib.?(1)、 四肢骨(1)

Fem.中?(1)、Fib.?(2)、
Mtc.?(1)、Ph2.?1、?(1)

?1..__L_

エゾク。テン 幽Man,LIi

種不明小型陸獣Man.1(11?)i5
Ph2.11

種不明Ph,lll

一

灰褐色
C-2 Rib.?1

下顎関節突起L1、Fem.R下(1)、
Ph2.1、Rib.?1、?(1)

エゾクロテン 跳 忠
一L・

C-3 Man.LIadXXXCPIXP34M12小 型陸獣Mct.1、Ph1.12

表 一6 海獣類出土量

ア ザ ラ シ ク ジ ラ イ ル カ 類 種 不 明 片

Ha A-2
皿a A-2 (1) =

璽Va
A-2

大型クジラ 遊離歯1

[シ ャチorオ キゴン ドウ]
Ve.(1)

A-3 小型クジラ?Rib.1
A-2 (1)
A-3
B-1 (10) Rib.1 2

w B-2

C-2 Rib.(1)、(17) 1

C-3 大型アザラシ 鼓骨R(1) 大型クジラRib.2 Ve.(1)
C-4 (4) 1

A-1 (1) 一一..一
A-3 ブイリアザラシ 鼓骨R1 一一.國 「

双 B-1 Rib.1

C-2 ブイリアザラシ 鼓骨L1 Ph.1

貝

塚

1

黒褐色 C-2

アゴヒゲアザ ラシ?後 頭穎R1

アゴヒゲアザ ラシ?Aし1[ad]
フイリアザラシ?Fem.R1[pu]

鼓骨(5)

Sca.L1[pu]
Hum.R中1[pu]

Rad.上(2)

Mct.1[pu]
Tib.L1・R1[pu]

Ph.6[pu]

(161)・

Sk.(1)

Rib.17

Ph.3

了.一 一

灰褐色

C-2
鼓骨(1)
Sca.L?(1)[pu]

Rad.R上1[pu]

大型 クジラMax.(1)

(36)

モ1胎1

1)
..　一 一.

一

458
?1

『 一.一

9

...}一.一 一

一..・ 一一.

.一.

2

-1∫

C-3 大型 アザラシ?Max.L中1 (4)
Max.?(1)
Sk.(1)

褐 色 C-2 鼓骨L(1) 一一....一
貝
塚
2
灰+暗 褐色 C-3

フイリアザラシMan.R1[ad?]

(CXXXXX)Cは 歯根のみ
(2)

Sk.(1)

Ph3.1

Rib.1
一..一 一幽 一-

C-1 (18)
建物趾覆土 C-2 (7)

註Sk

Max

Man

Sca

Cor

Hum

Ul

Pel

Fem

Tib

Fib

Mc

Mt

:頭 蓋骨

:上 顎骨

:下 顎骨

:肩 甲骨

:鳥 口骨

:上腕骨

:尺 骨

:寛骨

:大 腿骨

:脛骨

:腓骨

:中手骨

:中 足骨

Mtc:中 手骨

ないしは中足骨

:

L左 、

近位部

中間部

遠位部

〔pu〕:幼獣

〔yo〕:若獣

〔ad〕:成獣

上顎骨及び下顎骨

の歯式表示は歯槽

の存在を×印で示

し、切歯 ・犬歯 ・

前臼歯 ・後臼歯の

歯類をそれぞれ1

・C・P・Mの 記

号で表した。数字

はそれぞれの歯種

の第何歯が残存 し

ているかを示す。

数量表示について

はO付 が破片、?

付は断定できないが可能性が強いものを表す。

侃

%

踏

肱
m

㍑
脇
佐

L

屯

粒

:環椎

:椎骨

:肋骨

:指骨

:基節骨

:中節骨

末節骨

R:右
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表 一71969・1973年 と1990年 の 出土 内容比較(1)
1969・1973年 1990年

種 名 A地 点 B地 点 C地 点 A地 区 B地 区 C地 区 不明
1軟 体動物 門
a.腹 足 綱

1ユ キノカサガイ ○
2ユ キノカサガイ科 の一種
3エ ゾタマキ ビ ○
4エ ゾタマガイ ○ ○
5キ タタマガイ ○
6タ マガイ類 ○
7ヨ ウラ クガイ類 ○
8ヒ メエゾボラ ○
9チ ヂ ミボラ類 ○
10オ ホ ー ツ クバ イ ○ ○
11モ ノ ア ラ ガ イ ○
12ツ メ タ ガ イ ○

b.斧 足 綱

1エ ゾタマキガイ ○ ○
2イ ガイ科の一種 ○
3エ ゾキ ンチ ャクガイ ○
4ホ タテガイ ○ ○ ○
5マ ガキ

6カ ワ シ ン ジ ュガ イ ○
7タ ガ イ ○
8ヤ マ トシ ジ ミ ○ ○
9エ ゾイ シカゲガイ ○
10イ シカゲガイ類 ○ ○
11エ ゾ ワス レガ イ ○ ○
12ビ ノス ガ イ ○ ○ ○ ○ ○
13エ ゾバ カガイ ○ ○
14エ ゾイ ソ シ ジ ミ ○
15サ ラガ イ ○
16ア ラ ス ジサ ラ ガ イ ○ ○ ○
17ベ ニ サ ラガ イ ○ ○ ○
18ア メ リカサ ビ シラ トリガ イ ○
19エ ゾ マテ ガ イ ○
20オ オ ミゾガイ ○
21チ シ マガ イ ○
22ウ バ ガ イ ○ ○ ○ ○

皿脊椎動物門
a.魚 綱

1エ イ 目の 一 種 ○
2ツ ノザ メ類 ○
3ニ シ ン ○
4サ ケ類 ○ ○
5イ トウ ○
6ウ グイ類 ○
7タ イ科の一種 ○
8ブ リ ○
9カ サゴ科の一種 ○
10ア イ ナ メ類 ○
11ホ ッケ ○
12カ ジカ科の一種 ○ ○
13ヒ ラ メ ○
14カ レイ科 の 一 種 ○ ○
15オ ヒ ョウ ○ ○
16マ ダ ラ ○ ○
17タ ラ科 の一 種 ○

b.鳥 綱

1ア ホ ウ ドリ ○
2ウ ミガラス類 ○ ○
3カ モメ類 ○
4カ モ類 ○ ○

c.哺 乳綱

1エ ゾ シカ ○ ○ ○ ○
2エ ゾ ヒグ マ ○
3イ ヌ △ ○
4エ ゾ ク ロ テ ン ○
5ニ ホ ン ドブネズ ミ ○
6オ ッ トセ イ ○ ○
7ア シカ科の一種 ○ ○ ○
8ア ゴ ヒゲアザラシ ○ △
9フ イ リア ザ ラ シ ○ ○
10ア ザラ シ科 の一種 ○ ○
11ク ジラ の一 種 ○ ○ ○ ○
12イ ル カ の一 種 ○ ○ ○
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表 一81969・1973年 と1990年 の 出土 内容比較(2)

調査年 位 置 特 徴

A地 点 貝類多い.オ ッ トセイ♂ ・エゾシカ多 い.魚 類な し.

1969年

1973年

B地 点 魚類多い.ブ リ ・マダラ ・オ ヒョウ ・カ レイ類あ り.

C地 点 貝類主体 魚類少ない.オ ットセイ♂あり.

A地 区 貝類少ない.エ ゾ シカ多 い.ア ザ ラシ少ない.

B地 区 エゾシカ主体.動 物遺体の出土量少ない.

1990年

C地 区

貝層が上 ・下2層 あ り、動物遺体多 い.魚 類 はサケ主体.

大 型の カ レイ類 ・ウグイ も多 い.ア ザ ラシ類 ・イ ヌもあるが オ ッ トセ イは

な い.

エ ゾシカもほとんどな し.

註1990年 の発掘では土壌を採集 しているため、1969・1973年 の資料よりも魚骨が多いと考えられる。

また、C地 区ではA・B地 区より魚骨が多か ったと言える。
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